
国
際
関
係
は
、
外
交
、
経
済
、
文
化
そ
の
他
、
複
雑
な
結
び
つ
き
を
持
つ
総
体
を

内
包
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
結
び
つ
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
該
当
国
家
の
政
治
、
経
済
、

文
化
、
信
仰
大
系
に
固
有
な
制
度
に
立
脚
し
て
い
る
。

ロ
シ
ア
帝
国
に
特
徴
的
な
の
は
、
外
交
政
策
の
基
盤
の
立
案
に
お
け
る
君
主
の
持

つ
強
大
な
役
割
と
、
日
常
的
な
外
交
折
衝
、
様
々
な
レ
ベ
ル
の
交
渉
設
定
、
公
式
文

書
の
準
備
な
ど
に
対
す
そ
れ
ぞ
れ
の
中
央
官
庁
の
輻
輳
す
る
作
業
と
が
結
合
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
中
で
も
、
革
命
前
の
ロ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
国
家
外
交
の
装
置
と

し
て
最
も
重
要
な
一
環
を
な
し
て
い
た
の
は
、
宮
廷
で
の
儀
式
お
よ
び
祝
典
を
司
っ

て
い
た
機
関
で
あ
る
。
交
渉
あ
る
い
は
外
交
代
表
に
対
す
る
通
常
の
応
接
に
し
た
と

こ
ろ
で
、
皇
帝
の
個
人
的
な
参
加
が
要
求
さ
れ
る
公
式
外
交
行
事
に
お
い
て
は
、
当

該
機
関
に
よ
る
準
備
・
執
行
作
業
な
く
し
て
は
、
何
一
つ
行
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。こ

の
機
関
は
、
創
設
以
来
一
度
な
ら
ず
そ
の
名
称
と
所
属
を
変
え
た
。
儀
典
部

(

一
七
四
四
―
一
七
七
九
、
一
七
九
六
―
一
八
〇
六)

、
儀
典
局

(

一
七
七
九
―
一
七

九
六)

、
儀
典
部
局

(

一
八
〇
六
―
一
八
四
六)

、
儀
典
部
庁

(

一
八
四
六
―
一
九
〇

二)

、
儀
典
部
門

(

一
九
〇
二
―
一
九
一
八)

と
名
称
が
変
わ
り
、
所
属
も
、
外
務

部

(

一
七
四
四
―
一
七
九
六)

、
皇
帝
直
轄
帝
室
事
務
官
房

(

一
七
九
六
―
一
八
〇

二)

、
外
務
省

(

一
八
五
八
―
一
九
一
八)

と
移
り
変
わ
っ
た

(

�)

。
こ
の
よ
う
に
所
属

が
外
交
官
庁
と
宮
廷
官
庁
と
の
間
を
行
き
来
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
、
君
主
が
自
己

の
政
策
の
最
も
重
要
な
面
を
い
か
な
る
人
物
を
通
し
て
行
お
う
と
し
た
か
に
依
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
事
情
を
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
、
ロ
シ
ア
政
府
の
外
交
活
動
遂
行
の
具
体
的

な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
中
で
も
一
八
七
三
年
の
日
本

使
節
団
ロ
シ
ア
訪
問
の
経
緯
は
、
当
時
帝
室
宮
内
省
の
構
成
部
分
で
あ
っ
た
儀
典
部

庁
の
史
料
を
活
用
す
る
こ
と
な
く
し
て
は
、
そ
の
全
容
を
十
分
に
明
ら
か
に
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
こ
の
時
の
交
渉
は
言
う
ま
で
も
な
く
き
わ
め
て
大
き
な
意
義
を
持
っ

て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
第
一
に
、
日
本
の
歴
史
の
中
で
最
も
重
要
な
時
期
の
ひ
と

つ
に
当
た
っ
て
い
た(

一
八
七
〇
年
代
の
初
め
か
ら

｢

明
治
維
新｣

＝
明
治
の
改
新
、

が
、
始
ま
る)

こ
と
、
第
二
に
、
両
国
の
協
力
関
係
が
発
展
し
た
時
期
の
一
つ
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
一
八
六
五
年
に
若
い
日
本
人
の
グ
ル
ー
プ
が
ロ
シ
ア
留
学

に
派
遣
さ
れ
、
そ
の
一
年
後
に
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
両
国
間
の
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
。

ロ
シ
ア
側
の
担
当
者
は
ロ
シ
ア
外
務
省
ア
ジ
ア
局
長
Ｐ
・
Ｎ
・
ス
ト
レ
モ
ウ
ホ
フ
で

あ
っ
た
。
交
渉
題
目
と
な
っ
た
の
は
、
サ
ハ
リ
ン
島
の
両
国
の
境
界
を
北
緯
四
十
八

度
と
す
る
と
い
う
日
本
側
の
提
案
で
あ
っ
た
。
提
案
は
最
終
的
に
拒
否
さ
れ
た
が
、

日
本
使
節
団
は
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
に
謁
見
を
賜
っ
た
。
謁
見
の
際
に
通
訳

を
務
め
た
の
は
志
賀
浦
太
郎
で
、
彼
は
若
い
時
、｢

ア
ス
コ
リ
ド
号｣

が
長
崎
に
停

泊
し
て
い
た
際
、
同
艦
の
海
軍
軍
人
に
ロ
シ
ア
語
を
学
び
、
後
に
北
海
道
庁
お
よ
び

日
本
外
務
省
で
重
要
な
地
位
に
就
い
て
い
た
。

一
八
七
三
年
三
月
十
八
日
、
日
本
使
節
団
が
ロ
シ
ア
に
到
着
し
た
日
の
新
聞

『

サ

ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
報
知』

紙
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
日
本
問
題
に
対
し
、
か

な
り
の
紙
面
を
割
い
て
い
る
。(

た
だ
し
、
使
節
団
が
到
着
し
た
こ
と
は
伝
え
ら
れ

て
い
な
い)

。｢

ミ
カ
ド
の
政
府
は
、
絶
え
間
な
く
、
改
革
の
遂
行
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
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モ
デ
ル
と
し
た
国
の
整
備
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
過
程
の
中
で
、
国
民
は
、
何
世
紀

に
も
亘
る
偏
見
が
根
強
よ
く
残
る
国
々
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
阻
害
行
動
を
起
こ
し
て

い
な
い
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
逆
に
、
日
本
人
特
有
の
、
進
取
の
気
性
に
よ
り
、
前
進

を
奨
励
さ
れ
て
い
る
。
特
派
員
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
日
本
暦
の
改
制
が
行

わ
れ
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
新
日
本
暦
で
は
二
五
二
三
年
に
当
る
年
の
始
ま
り

は
、
新
し
く
取
り
入
れ
ら
れ
た
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦

【

西
暦】

の
一
八
七
三
年
に
当
た
る

と
の
こ
と
で
あ
る｣

。
特
派
員
は
、
若
い
女
性
た
ち
が
売
ら
れ
て
い
く
遊
郭
が
都
市

部
か
ら
退
去
さ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
伝
え
て
は
い
る
が
、
彼
の
報
告
は
、
主

に
軍
事
面
の
記
述
に
主
眼
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。｢

君
主
が
世
襲
で

あ
っ
た
古
い
時
代
の
サ
ム
ラ
イ
制
度
で
は
日
本
の
軍
隊
は
、
日
本
各
地
か
ら
集
め
ら

れ
た
若
者
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
当
時
、
兵
士
と
農
民
と
の
乖
離
、
対
立
は
な

か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
軍
事
力
は
す
べ
て
、
将
軍
ひ
と
り
の
手
中
に
収
め
ら
れ
、

階
級
分
割
が
生
じ
た｣

。｢

現
在
日
本
は
国
民
皆
兵
の
原
則
に
よ
る
軍
隊
の
形
成
に
移

行
し
つ
つ
あ
る｣

、｢

我
国
は
、
こ
の
よ
う
に
全
国
に
帝
国
の
真
の
防
衛
に
資
す
る
真

の
国
民
軍
を
組
織
す
る
べ
き
で
あ
る
。
二
十
歳
に
達
し
た
日
本
人
は
す
べ
て
、
陸
軍
、

あ
る
い
は
、
海
軍
に
籍
を
置
き
、
有
事
に
は
祖
国
に
奉
仕
す
る
覚
悟
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い｣

(

�)

。

ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
に
は
、
日
本
使
節
団
へ
の
応
接
計
画
に
関
す
る
儀
典
部

庁
の
特
別
な
フ
ァ
イ
ル
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
の

外
交
関
係
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
た
か
、
高
位
の
使
節
団
に
対

す
る
応
接
計
画
の
、
目
立
た
な
い
、
一
見
さ
ほ
ど
重
要
と
は
思
え
な
い
準
備
作
業
が
、

実
は
外
交
関
係
の
中
で
い
か
に
本
質
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
か
を
如
実
に
伝
え

て
い
る
。

日
本
使
節
団
応
接
に
関
す
る
フ
ァ
イ
ル
の
中
に
は
、
在
ベ
ル
リ
ン
・
ロ
シ
ア
帝
国

特
命
全
権
大
使
Ｐ
・
Ｐ
・
ウ
ブ
リ
か
ら
の
二
月
二
七
日
付

(

一
八
七
三
年
三
月
十
一

日)

の
至
急
便
の
写
し
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、
三
日
前
、
日
本
使
節
団
が

エ
ッ
セ
ン
か
ら
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
駅
で
の
出
迎
え

の
後
、
使
節
団
は
ホ
テ
ル
・
ボ
ル
ン
ま
で
送
ら
れ
、
そ
こ
で
格
別
な
応
接
を
受
け
た
。

｢

本
日
使
節
団
員
は
ド
イ
ツ
皇
帝
と
皇
后
に
宮
殿
で
対
面
し
た
。
儀
式
は
こ
の
よ

う
な
場
合
と
し
て
通
常
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
唯
一
異
な
っ
て
い
た
の
は
、
使
節
団

の
人
数
に
応
じ
て
馬
車
の
台
数
が
変
更
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
宮
廷
司
祭
が
日
本

側
の
書
記
官
の
一
人
と
先
頭
の
二
頭
立
て
四
輪
ス
プ
リ
ン
グ
軽
馬
車
に
乗
り
、
二
番

目
の
馬
車
に
は
陸
軍
大
佐
ブ
レ
ル
ダ
ン
と
複
数
の
日
本
人
が
乗
っ
た
。
そ
の
後
に
続

く
六
頭
立
て
の
最
初
の
四
輪
ス
プ
リ
ン
グ
儀
装
馬
車
に
使
節
岩
倉
、
陸
軍
大
佐
ヴ
レ

イ
、
日
本
の
書
記
官
と
通
訳
官
が
乗
り
、
同
じ
く
六
頭
立
て
の
二
番
目
の
四
輪
ス
プ

リ
ン
グ
儀
装
馬
車
に
使
節
団
の
他
の
四
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
乗
っ
た
。
そ
れ
以
外
の
者

は
、
続
く
二
台
の
四
輪
ス
プ
リ
ン
グ
軽
馬
車
に
乗
っ
た
。
使
節
団
は
全
員
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
風
の
服
装
を
し
、
金
の
刺
繍
の
入
っ
た
式
服
を
着
用
し
て
い
た
。

式
典
に
は
ビ
ス
マ
ル
ク
公
爵

(

当
時
ド
イ
ツ
帝
国
の
宰
相)

が
参
列
し
た
。
皇
后

付
近
衛
兵
と
宮
中
警
護
の
代
表
者
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
正
装
し
、
広
間
で
謁
見
に
備

え
て
い
た
。
謁
見
の
後
、
使
節
団
の
代
表
者
た
ち
は
皇
后
の
応
接
を
受
け
、
そ
れ
が

終
わ
る
と
、
往
路
と
同
じ
儀
式
手
順
で
、
ホ
テ
ル
・
ボ
ル
ン
ま
で
送
ら
れ
た｣

(

�)

。

フ
ァ
イ
ル
内
に
、
一
八
六
二
年
、
日
本
使
節
団
に
よ
る
ロ
シ
ア
帝
国
の
首
都
サ
ン

ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
訪
問
に
関
す
る
文
書
が
存
在
す
る

(

帝
室
宮
内
省
儀
典
部
庁

事
務
部
の
フ
ァ
イ
ル
か
ら
の
抜
粋)

。

使
節
団
の
先
導
役
に
は
、
Ｃ
・
Ｃ
・
シ
ェ
レ
メ
チ
ェ
フ
が
任
命
さ
れ
、
儀
典
部
庁

の
官
吏
が
使
節
団
に

｢

均
等
に｣

(

す
な
わ
ち
交
替
で)

付
き
添
っ
た
。
使
節
に
対

し
衛
兵
が
配
置
さ
れ
、
到
着
に
際
し
て
は
、
同
様
に
二
名
の
哨
兵
が
付
い
た

(

�)

。

こ
の
文
書
に
は
、
使
節
団
員
が
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
滞
在
中
に
誰
と
会
っ

た
か
に
つ
い
て
の
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
外
務
省
の
官
吏
、
首
都
の
武

官
総
督
、
外
務
大
臣
代
理
と
帝
室
宮
内
大
臣
代
理
、
お
よ
び
外
務
大
臣
補
佐
と
総
儀

典
長
で
あ
る
。
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こ
の
文
書
か
ら
、
使
節
団
応
接
の
儀
式
次
第
は
、
儀
典
部
庁
で
フ
ラ
ン
ス
語
に
翻

訳
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
儀
式
次
第
の
う
ち
一
つ
は
皇
族
の
た
め
に
製
本
さ
れ
た
。

使
節
団
の
着
替
え
は
冬
宮
の
中
で
行
わ
れ
た
。
団
員
の
服
装
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の

も
の
で
あ
っ
た
。

ア
ジ
ア
局
長

(
Ｐ
・
Ｎ
・
ス
ト
レ
モ
ウ
ホ
フ)

は
、
一
八
七
三
年
の
使
節
団
に
関

し
て
は
、
ミ
カ
ド

(

日
本
皇
帝)

自
ら
に
よ
る
派
遣
で
あ
る
の
で
、
一
八
六
二
年
に

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
を
訪
れ
た
使
節
団
に
比
し
て
重
要
度
が
高
い
は
ず
と
想
定
し
て
い
た
。

儀
典
部
庁
事
務
部
長
Ｎ
・
Ｍ
・
ク
ド
リ
ャ
フ
ツ
ェ
フ
宛
て
の
ア
ジ
ア
局
長
Ｐ
・
Ｎ
・

ス
ト
レ
モ
ウ
ホ
フ
の
書
簡

(

一
八
七
三
年
三
月
九
日
付)

の
中
に
、
日
本
で
の
職
名

を
付
し
た
日
本
特
命
使
節
団
の
名
簿
が
含
ま
れ
て
い
る
。

特
命
大
使
は
、
正
二
位
Ｔ
・
岩
倉
―
副
首
相
。

大
使
補
佐
は
、
従
三
位
Ｔ
・
木
戸
―
個
人
顧
問
、
従
三
位
Ｔ
・
大
久
保
―
大
蔵
大
臣
、

従
四
位
Ｈ
・
伊
藤
―
工
部
大
臣
代
理
、
従
四
位
Ｍ
・
山
口
【

尚
芳】

―
第
三
外
務
大

臣
。第

一
書
記
官
は
、
Ｉ
・
田
辺

【

泰
一】

、
Ｉ
・
塩
田
、
Ｎ
・
何
、
Ｇ
・
福
地

【

源

一
郎】

―
外
務
省
代
表
。

第
二
書
記
官
は
、
外
務
省
代
表
Ｔ.

小
松
、
Ｔ
・
林
で
あ
っ
た
。

第
三
書
記
官
は
、
Ｋ
・
杉
浦

【

弘
蔵】

―
外
務
省
代
表
。

第
四
書
記
官
は
、
外
務
省
代
表
池
田
、
Ｉ
・
安
藤

【

太
郎】

。

特
命
大
使
個
人
秘
書
官
は
、
Ｋ
・
久
米

【

邦
武】

―
大
使
付
法
編
纂
官
。

使
節
団
員
は
、
大
蔵
省
部
局
大
使
館
員
Ｍ
・
田
中

【

光
顕】

で
あ
っ
た
。

使
節
団
員
補
佐
は
、
大
蔵
省
代
表
Ｋ
・
川
路
、
Ｉ
・
ヨ
ム
ス
タ
、
Ｋ
・
ス
ル
ギ
ヤ

ミ
。

医
師
Ｄ
・
フ
コ
ニ
。

参
与
は
、
Ｍ
・
ウ
イ
リ
ア
ム
、
Ｅ
・
パ
ー
ソ
ン

(

�)

。

総
儀
典
長

(

帝
室
宮
内
省
儀
典
部
庁
事
務
部
統
括
官)

Ｐ
・
Ｉ
・
リ
ヴ
ァ
ン
公
爵

は
、
一
九
七
三
年
三
月
一
一
日
付
の
帝
室
宮
内
大
臣
Ａ
・
ア
ド
レ
ル
ベ
ル
グ
伯
爵
宛

て
の
報
告
書
の
中
で
、
日
本
使
節
団
接
見
の
手
順
を
伝
え
た
。

Ｐ
・
Ｉ
・
リ
ヴ
ァ
ン
公
爵
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宮
廷
で

の
日
本
使
節
団
の
応
接
は
、
少
し
だ
け
配
慮
を
示
す
、
と
い
う
わ
ず
か
の
違
い
を
加

味
し
た
程
度
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
規
定
さ
れ
て
い
る
礼
儀
作
法
に
準
じ
て
い
た
。

使
節
団
は
既
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
の
衣
服
を
取
り
入
れ
、
ベ
ル
リ
ン
で
は
金
の
刺
繍
の

入
っ
た
黒
の
礼
服
を
着
用
し
臨
ん
だ
。
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
は
、
日
本
使

節
団
の
訪
問
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
使
来
訪
の
際
の
通
常
の
儀
式
に
準
じ
て
設
定
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

国
境
で
使
節
団
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
は
、
外
務
省
代
表
の
ア
ジ
ア
局

書
記
官
ヴ
ェ
レ
ツ
キ
ー
で
あ
っ
た
。
宿
舎
で
は
、
一
等
文
官
を
代
表
し
た
特
別
な
人

物

(

外
務
大
臣)

が
使
節
団
を
待
ち
受
け
、
到
着
を
祝
し
、
今
後
の
会
見
に
つ
い
て

の
こ
ち
ら
の
希
望
を
表
明
す
る
。
指
定
さ
れ
た
日
に
使
節
団
は
皇
帝
に
謁
見
を
す
る
。

謁
見
に
は
一
等
文
官
と
と
も
に
、
帝
室
宮
内
省
の
代
表
者
も
参
列
す
る
。
礼
儀
作
法

に
従
い
、
使
節
団
の
書
記
官
の
一
人
が
、
相
互
訪
問
に
関
し
て
打
ち
合
わ
せ
る
た
め

に
総
儀
典
長
と
会
う
。
総
儀
典
長
は
帝
室
宮
内
大
臣
か
ら
皇
帝
の
使
節
団
接
見
に
関

す
る
通
知
を
受
け
取
り
、
そ
れ
に
則
っ
た
指
示
を
出
し
、
し
か
る
後
に
使
節
か
ら
書

簡
を
受
け
取
り
、
そ
れ
を
大
公
お
よ
び
大
公
妃
に
献
上
す
る
。

ま
た
報
告
書
に
は
、
使
節
団
が
ベ
ル
リ
ン
を
訪
問
し
た
際
、
彼
ら
は
ド
イ
ツ
皇
帝

と
の

｢

午
餐
に
招
待
さ
れ
る
と
い
う
栄
に
浴
し｣

、
大
使
お
よ
び
公
使
た
ち
は
大
変

満
足
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

更
に
報
告
書
に
は
、
謁
見
の
儀
式
次
第
が
外
務
省
ア
ジ
ア
局
長
Ｐ
・
Ｎ
・
ス
ト
レ

モ
ウ
ホ
フ
に
よ
っ
て
裁
可
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

使
節
団
は
、
一
八
七
三
年
三
月
一
八
日
午
後
八
時
に
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

に
到
着
し
た

(

�)

。
彼
ら
は
大
海
岸
通
り
に
あ
る
ホ
テ
ル
に
入
っ
た

(

�)

。
翌
日
に
は
ロ
シ
ア

皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
と
の
接
見
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
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こ
れ
に
関
し
て
、
ア
ジ
ア
局
長
Ｐ
・
Ｎ
・
ス
ト
レ
モ
ウ
ホ
フ
は
、
儀
典
部
庁
事
務

部
長
Ｎ
・
Ｍ
・
ク
ド
リ
ャ
フ
ツ
ェ
フ
と
総
儀
典
長
Ｐ
・
Ｉ
・
リ
ヴ
ァ
ン
公
爵
に
知
ら

せ
た
。
リ
ヴ
ァ
ン
公
爵
宛
フ
ラ
ン
ス
語
書
簡
の
中
で
、
Ｐ
・
Ｎ
・
ス
ト
レ
モ
ウ
ホ
フ

は
、
翌
日
、
彼
が
外
務
省
と
儀
典
部
庁
を
代
表
し
て
使
節
団
と
会
う
予
定
で
あ
る
こ

と
、
同
日
、
使
節
団
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
に
謁
見
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
伝
え
た

(

�)

。

外
務
大
臣
で
一
等
文
官
Ａ
・
Ｍ
・
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
公
爵
が
総
儀
典
長
Ｐ
・
Ｉ
・
リ

ヴ
ァ
ン
公
爵
に
宛
て
た
三
月
一
九
日
付
の
書
簡
の
中
に
は
、
三
月
二
二
日
午
後
一
時

に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
に
謁
見
す
る
予
定
の
使
節
団
員
の
名
簿
が
記
載
し
て
あ
る
。

大
使

正
二
位
岩
倉
具
視

大
使
補
佐

従
三
位
木
戸
孝
允
、
従
四
位
伊
藤
博
文
、
従
四
位
山
口
尚
芳

第
一
書
記
官

Ｉ
・
田
辺

【

泰
一】

、
Ｎ
・
何

【
礼
之】

第
二
書
記
官

Ｉ
・
栗
本

【

貞
次
郎】

第
三
書
記
官

Ｋ
・
ス
シ
ヴ
ラ

【

杉
浦
弘
蔵】

第
四
書
記
官

Ｉ
・
安
藤

【

太
郎】

使
節
団
付

Ｂ
・
市
川

【

文
吉】

大
蔵
省
部
局
員

Ｍ
・
田
中

【

光
顕】

パ
リ
・
ベ
ル
リ
ン
弁
務
使

Ｎ
・
鮫
島

【

尚
信】

外
交
団
第
一
書
記
官
Ｓ
・
青
木

【

周
蔵】

(

�)

帝
室
宮
内
省
儀
典
部
庁
の
文
書
に
は
、
一
八
六
二
年
の
日
本
使
節
団
接
見
の
儀
式

次
第
に
則
り
、
使
節
団
の
乗
る
馬
車
の
扉
の
傍
を
厩
舎
付
き
将
校
が
騎
乗
で
同
行
し
、

馬
車
の
後
に
は
、
四
名
の
馬
丁
が
騎
馬
で
続
く
、
と
指
示
し
て
あ
る
。
一
方
、
儀
式

時
の
憲
兵
の
こ
と
に
つ
い
て
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い

(

�)

。

儀
典
部
庁
の
フ
ァ
イ
ル
に
は
、
日
本
使
節
団
謁
見
の
手
順
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
た

も
の
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
な
手
順
で
あ
っ
た
。

謁
見
当
日
は
、
儀
典
長
が
補
佐
を
伴
い
、
使
節
団
を
冬
宮
に
招
く
た
め
に
、
彼
ら

の
と
こ
ろ
に
赴
く
。
使
節
団
の
滞
在
す
る
建
物
の
前
に
は
正
装
し
た
御
者
付
の
宮
廷

用
四
輪
ス
プ
リ
ン
グ
儀
装
馬
車
が
待
機
す
る
。
冬
宮
の
使
節
用
玄
関
に
到
着
す
る
ま

で
の
列
の
順
序
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
先
頭
の
四
頭
立
て
の
馬
車
に
は
、

儀
典
部
庁
の
二
名
の
書
記
官
と
ア
ジ
ア
局
の
二
名
の
通
訳
官
が
乗
る
。
二
番
目
か
ら

五
番
目
の
四
席
の
馬
車
に
は
日
本
使
節
団
の
官
吏
が
乗
り
続
く
。
六
番
目
の
四
席
の

馬
車
に
は
二
名
の
日
本
の
少
弁
務
使
と
五
等
官
ヴ
ェ
レ
ツ
キ
ー
が
、
七
番
目
に
は
二

名
の
日
本
の
大
弁
務
使
が
儀
典
部
庁
事
務
部
長
で
四
等
官
・
Ｎ
・
Ｍ
・
ク
ド
リ
ャ
フ

ツ
ェ
フ
と
共
に
乗
る
。
八
番
目
の
六
頭
立
て
の
馬
車
に
は
大
使
と
儀
典
長
が
乗
り
、

馬
車
の
扉
の
傍
を
厩
舎
将
校
が
騎
乗
で
同
行
す
る
。
使
節
の
馬
車
の
後
に
四
名
の
馬

丁
が
騎
馬
で
続
く
。

使
節
団
一
行
が
馬
車
か
ら
降
り
て
冬
宮
に
入
る
際
に
は
、
衛
兵
本
部
隊
の
衛
兵
が

表
敬
を
す
る
。
玄
関
で
は
二
名
の
先
導
役
と
宮
内
八
等
官
が
使
節
団
を
迎
え
、
正
面

階
段
か
ら
上
に
案
内
し
、
一
番
上
の
踊
り
場
で
二
名
の
宮
内
六
等
官
が
、
広
間
前
室

で
は
、
下
位
侍
従
が
使
節
団
を
迎
え
る
。
フ
ェ
リ
ド
マ
ル
シ
ャ
ル
ス
キ
ー
広
間
で
使
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節
団
を
迎
え
る
の
は
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
警
備
司
令
官
で
、
そ
こ
か
ら
先

の
使
節
団
の
移
動
に
も
同
行
す
る
。
使
節
団
一
行
は
、
馬
車
に
乗
っ
て
き
た
と
同
じ

順
序
で
、
使
節
の
右
側
を
警
備
司
令
官
が
同
行
し
て
、
フ
ェ
リ
ド
マ
ル
シ
ャ
ル
ス
キ
ー

の
間
、
ペ
ト
ロ
フ
ス
キ
ー
の
間
、
紋
章
の
間
を
通
り
、
近
衛
歩
兵
の
傍
を
通
り
過
ぎ

て
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
キ
ー
の
間
に
入
る
。
そ
こ
で
は
三
等
宮
内
官
ゴ
リ
ツ
ィ
ン

公
爵
が
使
節
団
を
迎
え
、
休
息
室
に
案
内
し
、
使
節
団
は
紅
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
、
菓
子

等
の
饗
応
を
受
け
る
。
し
ば
ら
く
そ
こ
で
時
間
を
過
ご
し
た
後
、
使
節
団
は
、
ゴ
リ

ツ
ィ
ン
公
爵
に
伴
わ
れ
て
第
一
予
備
の
間
を
通
り
、
ベ
ー
ル
イ
の
間
に
入
り
、
皇
族

の
間
で
、
使
節
団
に
対
し
て
近
衛
擲
弾
兵
に
よ
る
栄
誉
護
衛
が
付
け
ら
れ
る
。

ベ
ー
ル
イ
の
間
で
使
節
団
は
、
総
儀
典
長
リ
ヴ
ァ
ン
公
爵
と
ア
ジ
ア
局
長
ス
ト
レ

モ
ウ
ホ
フ
三
等
文
官
の
出
迎
え
を
受
け
る
。
黄
金
の
客
間
に
は
、
謁
見
儀
式
の
た
め

に
、
皇
帝
か
ら
指
定
さ
れ
た
人
た
ち
が
参
集
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
一
等
文
官

(

外
務
大
臣
Ａ
・
Ｍ
・
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
公
爵)

、
帝
室
宮
内
大
臣

(

Ａ
・
Ｖ
・
ア
ド
レ

ル
ベ
ル
グ
伯
爵)

、
当
直
の
侍
従
武
官
団
、
そ
の
他

｢

特
別
に
命
令
さ
れ
た
者｣

。
準

備
が
す
べ
て
整
っ
た
と
こ
ろ
で
、
皇
帝
の
命
令
に
従
い
、
謁
見
の
た
め
、
総
儀
典
長

が
大
使
と
公
使
を
黄
金
の
間
に
通
し
、
そ
の
後
に
、
皇
帝
に
謁
見
す
る
予
定
の
日
本

使
節
団
随
員
代
表
者
が
す
べ
て
広
間
に
通
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
使
節
団
は
休
息
室
に

戻
り
、
朝
食
を
と
っ
た
後
、
先
ほ
ど
と
同
じ
広
間
を
通
っ
て
、
同
じ
儀
礼
に
則
り
、

自
室
に
戻
る
。

宮
廷
内
の
衛
兵
お
よ
び
歩
哨
は
大
使
と
公
使
に
対
し
て
栄
誉
礼
を
す
る
。
使
節
団

が
各
部
屋
を
通
る
際
に
は
、
両
開
き
の
扉
を
あ
け
放
っ
て
お
く
。
儀
式
に
参
列
す
る

者
は
す
べ
て
礼
服
を
着
用
す
る

(

�)

。

儀
式
次
第
に
使
節
団
の
馬
車
へ
の
分
乗
リ
ス
ト
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。

第
一
番
目
の
四
頭
立
て
馬
車
は
、
使
節
団
の
書
記
官
二
名
。

第
二
番
目
の
四
頭
立
て
馬
車
は
、
青
木
、
サ
メ
ス
ヒ
マ

【

鮫
島
尚
信】

、
田
中
の

三
氏
。

第
三
番
目
の
四
頭
立
て
馬
車
は
、
市
川
、
安
藤
、
杉
浦
の
三
氏
。

第
四
番
目
の
四
頭
立
て
馬
車
は
、
栗
本
、
何
、
田
辺
、
ヴ
ェ
レ
ツ
キ
ー
の
四
氏
。

第
五
番
目
の
四
頭
立
て
馬
車
は
大
使
補
佐
の
従
四
位
山
口
尚
芳
、
従
四
位
伊
藤
博

文
、
従
三
位
木
戸
孝
允
、
お
よ
び
儀
典
事
務
部
長
。

第
六
番
目
の
六
頭
立
て
馬
車
：
大
使
正
二
位
岩
倉
具
視
、
同
氏
に
向
か
い
合
っ
て

儀
典
長
、
通
訳
官
ロ
ス
リ
ャ
コ
フ
。
扉
の
傍
を
厩
舎
付
将
校
が
騎
乗
同
行
す
る
。

馬
車
の
後
か
ら
、
馬
丁
四
名
が
騎
馬
で
続
く

(

�)

。

帝
室
宮
内
大
臣
Ａ
・
Ｖ
・
ア
ド
ベ
ル
ベ
ル
グ
伯
爵
が
総
儀
典
長
Ｐ
・
Ｉ
・
リ
ヴ
ァ

ン
公
爵
に
宛
て
た
一
八
七
三
年
三
月
二
一
日
付
の
書
簡
の
中
で
、
皇
帝
の
日
本
使
節

団
接
見
は
三
月
二
二
日
午
後
一
時
と
な
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
ま
た
上
記

の
接
見
次
第
に
つ
い
て
も
若
干
の
修
正
を
入
れ
た
か
た
ち
で
確
認
さ
れ
た
。
修
正
の

主
な
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
番
目
の
馬
車
に
乗
る
二
名
の
儀
典
部
庁
書
記

官
の
名
が
記
載
さ
れ
た

(
カ
シ
ン
と
シ
ャ
ブ
ル
ィ
キ
ン)

。
ま
た
、
第
五
番
目
の
馬
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車
に
儀
典
部
庁
事
務
部
長
Ｎ
・
Ｍ
・
ク
ド
リ
ャ
フ
ツ
ェ
フ
四
等
官
が
、
第
六
番
目
の

馬
車
に
、
大
使
と
共
に
、
宮
内
儀
典
長
ジ
ェ
レ
ブ
ツ
ォ
フ
四
等
官
お
よ
び
通
訳
ゴ
シ

ケ
ヴ
ィ
チ
四
等
官
が
、
そ
れ
ぞ
れ
乗
る
予
定
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
た

(

�)

。

接
見
儀
式
の
手
順
に
つ
い
て
総
儀
典
長
Ｐ
・
Ｉ
・
リ
ヴ
ァ
ン
公
爵
が
Ａ
・
Ｖ
・
ア

ド
レ
ル
ベ
ル
グ
伯
爵
に
宛
て
た
一
八
七
三
年
三
月
二
一
日
付
の
報
告
書
は
、
以
下
の

関
係
者
に
も
送
付
さ
れ
た
。
外
務
大
臣
Ａ
・
Ｍ
・
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
公
爵
、
宮
廷
事
務

局
長
Ａ
・
Ｐ
・
シ
ュ
バ
ロ
フ
伯
爵
、
同
副
長
官
Ｉ
・
Ｍ
・
ゴ
リ
ツ
ィ
ン
公
爵
、
ペ
テ

ル
ブ
ル
グ
警
察
総
監
Ｆ
・
Ｆ
・
ト
レ
ポ
フ
、
外
務
大
臣
補
佐
Ｖ
・
Ｉ
・
ヴ
ェ
ス
ト
マ

ン
、
外
務
省
ア
ジ
ア
局
長
Ｐ
・
Ｎ
・
ス
ト
レ
ム
ウ
ホ
フ
、
厩
舎
事
務
副
局
長
Ｉ
・
Ａ
・

ア
プ
ラ
ク
シ
ン

(

�)

。

一
方
、
日
本
使
節
団
の
皇
帝
謁
見
の
手
順
に
つ
い
て
の
儀
典
部
庁
事
務
部
長
Ｎ
・

Ｍ
・
ク
ド
リ
ャ
フ
ツ
ェ
フ
四
等
官
の
書
簡
も
、
宮
内
厩
舎
事
務
局
、
侍
従
長
官
房
、

近
衛
擲
弾
中
隊
長
、
帝
室
宮
内
省
の
官
房
お
よ
び
そ
の
他
の
機
関
に
、
そ
れ
ぞ
れ
送

付
さ
れ
た

(

�)

。

こ
れ
ら
す
べ
て
の
詳
細
は
、
外
国
の
高
官
応
接
お
よ
び
首
脳
会
談
の
際
に
宮
廷
・

外
交
装
置
の
作
動
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
す
る
上
で
特
別
な
興
味
を
有
す
る
。
一
八
七

三
年
の
日
本
使
節
団
ロ
シ
ア
訪
問
も
ま
さ
に
こ
れ
に
準
拠
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

総
儀
典
長
Ｐ
・
Ｉ
・
リ
ヴ
ァ
ン
公
爵
は
一
八
七
三
年
三
月
二
一
日
付
の
書
簡
の
中

で
、
外
務
省
管
轄
下
の
儀
典
長
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ネ
フ
ス
キ
ー
勲
章
保
持
者
で

あ
る
、
Ｍ
・
Ｄ
・
ジ
ェ
レ
ブ
ツ
ォ
フ
に
対
し
、
冬
宮
で
の
皇
帝
謁
見
に
日
本
使
節
団

を
案
内
す
る
た
め
に
、
大
海
岸
通
り
の
ホ
テ
ル
・
フ
ラ
ン
ス
内
の
使
節
団
の
部
屋
に
、

三
月
二
二
日
午
前
十
一
時
十
五
分
に
到
着
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
ま
た
そ
の
中
で
、

白
の
ズ
ボ
ン
と
刺
繍
入
り
の
礼
服
で
正
装
す
る
こ
と
、
と
の
指
示
も
出
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

同
年
三
月
二
二
日
、
新
聞

『

政
府
通
報』

【
�����

�
�
	�
�

�����
��
�
�
�


���

�
�
��】

(

外
務
省
の
公
式
機
関
紙)

の
編
集
部
は
、
儀
典
部
庁
に
対
し
、
翌
日
号
で

報
道
す
る
た
め
に
、
同
日
行
わ
れ
た
日
本
使
節
団
の
皇
帝
謁
見
に
関
す
る
情
報
を
提

供
す
る
よ
う
要
請
し
た

(

	)

。

同
年
三
月
二
四
日
の

『

政
府
通
報』

(

第
七
九
号)

の

｢

時
局
欄｣

に
次
の
よ
う

な
内
容
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。｢

木
曜
日
午
後
一
時
、
冬
宮
で
、
皇
帝
陛
下

は
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
を
訪
問
中
の
日
本
使
節
団
を
接
見
あ
そ
ば
さ
れ
た
。

使
節
団
の
メ
ン
バ
ー
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
大
使
正
二
位
岩
倉
具
視
、
大
使
補
佐

従
三
位
タ
カ
ブ
チ
・
キ
ド

【

木
戸
孝
允】

、
従
四
位
伊
藤
博
文
、
従
四
位
山
口
尚
芳
、

第
一
書
記
官
田
辺

【

泰
一】

と
ガ
フ

【

何
礼
之】

、
第
二
書
記
官
栗
本
、
第
三
書
記

官
杉
浦
、
第
四
書
記
官
安
藤
、
使
節
団
付
市
川
、【

大
蔵】

省
部
局
員
田
中

【

光
顕】

、

在
パ
リ
お
よ
び
ベ
ル
リ
ン
弁
務
使
鮫
島
、
在
パ
リ
お
よ
び
ベ
ル
リ
ン
第
一
書
記
官
青

木｣
(


)

。
な
お
、
こ
れ
と
完
全
に
同
一
の
記
事
が
新
聞

『

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

報
知』

紙
の
第
二
段
に
掲
載
さ
れ
た
。

皇
帝
謁
見
の
後
の
皇
族
に
よ
る
日
本
使
節
団
の
応
接
に
つ
い
て
は
、
総
儀
典
長
Ｐ
・

Ｉ
・
リ
ヴ
ァ
ン
公
爵
と
東
宮
宮
内
長
と
の
往
復
書
簡
が
そ
の
様
子
を
如
実
に
伝
え
て

い
る
。

三
月
二
三
日
Ｐ
・
Ｉ
・
リ
ヴ
ァ
ン
公
爵
は
、
皇
太
子
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
チ

(

後
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
三
世)

【

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
の
第

三
子
で
次
男】

の
東
宮
長
Ｖ
・
Ｖ
・
ズ
ィ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
宮
内
三
等
官
の
と
こ
ろ
に
赴

き
、
日
本
使
節
団
は
皇
太
子
殿
下
と
皇
太
子
妃
殿
下

(

後
の
ロ
シ
ア
皇
后
マ
リ
ア
・

フ
ョ
ー
ド
ロ
ヴ
ナ)

へ
の
拝
謁
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
、
そ
の
こ
と
を
皇
太

子
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
に
報
告
し
、
そ
の
後
で
Ｐ
・
Ｉ
・

リ
ヴ
ァ
ン
公
爵
の
決
定
を
知
ら
せ
る
よ
う
ズ
ィ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
に
依
頼
し
て
い
る

(

�)

。

リ
ヴ
ァ
ン
公
爵
か
ら
ズ
ィ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
宮
内
三
等
官
に
宛
て
た
一
九
七
三
年
三
月

二
三
日
付
の
文
書

(

第
三
九
四
号)

に
は
、
日
本
使
節
団
が
皇
太
子
殿
下
、
皇
太
子

妃
殿
下
へ
の
拝
謁
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
、
そ
の
こ
と
を
皇
帝
陛
下
に
報
告

し
、
そ
の
後
で
Ｐ
・
Ｉ
・
リ
ヴ
ァ
ン
公
爵
の
決
定
を
知
ら
せ
る
よ
う
、
ズ
ィ
ノ
ヴ
ィ

エ
フ
に
依
頼
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
内
容
の
書
簡
が
以
下
の
人

( ) ロシア国立歴史文書館所蔵の岩倉使節団関係史料 (ソコロフ)133
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た
ち
に
送
付
さ
れ
た
。

○
Ｖ
・
Ａ
・
ビ
ビ
コ
フ
主
馬
宛
に
、
大
公
コ
ン
ス
タ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ

(

皇

帝
の
弟

【
ニ
コ
ラ
イ
一
世
の
第
五
子
で
次
男
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
の
弟】

、
国

家
会
議
代
表
、
海
軍
元
帥
、
海
軍
お
よ
び
海
軍
省
の
最
高
司
令
官)

へ
の
拝
謁
に
つ

い
て
。

○
Ｎ
・
Ａ
・
ス
カ
ロ
ン
主
馬
宛
に
、
大
公
ニ
コ
ラ
イ
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ

(

皇
帝

の
弟

【

ニ
コ
ラ
イ
一
世
の
第
六
子
で
三
男
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
の
弟】

、
後
の

陸
軍
元
帥
、
一
八
七
七
―
一
八
七
八
の
露
土
戦
争
の
最
高
司
令
官)

と
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ラ
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ナ

(

大
公
妃)

へ
の
拝
謁
に
つ
い
て
。

○
宮
内
三
等
官
Ｐ
・
Ｄ
・
ト
ル
ス
ト
イ
伯
爵
宛
に
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
ゲ
オ
ル
ギ
エ

ヴ
ィ
チ
・
オ
リ
デ
ン
ブ
ル
グ
ス
キ
ー
王
子

(
著
名
な
慈
善
活
動
家)

へ
の
拝
謁
に
つ

い
て
。

○
ヌ
メ
ル
宮
内
三
等
官
宛
に
、
大
公
妃
エ
カ
テ
ー
リ
ナ
・
ミ
ハ
イ
ロ
ヴ
ナ
と
メ
ク

レ
ン
ブ
ル
グ
・
ス
ト
レ
リ
ツ
キ
ー
公
へ
の
拝
謁
に
つ
い
て

(
三
月
二
五
日
付)

。

解
読
で
き
な
い
署
名
入
り
の
三
月
一
八
日
付
の
書
簡
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
筆
者

は
、
日
本
使
節
団
に
つ
い
て
彼
に
提
供
さ
れ
た
情
報
に
感
謝
し
、
使
節
団
を
訪
問
す

る
と
い
う
書
簡
の
受
け
取
り
手
の
考
え
に
全
面
的
に
同
意
し
て
い
る
。
こ
の
件
に
関

し
て
筆
者
は
更
に
、
残
念
な
こ
と
に
、
エ
レ
ン
ブ
ル
グ

(

？)

警
備
司
令
官
が
本
日

午
前
中
に
冬
宮
に
到
着
出
来
な
か
っ
た
た
め
に
、
彼
と
こ
の
件
に
つ
い
て
話
す
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
が
、
宮
殿
で
の
日
本
人
応
接
に
関
し
て
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
は

す
べ
て
報
告
す
る
、
と
記
し
て
い
る
。

Ｐ
・
Ｄ
・
ト
ル
ス
ト
イ
伯
爵
は
一
八
七
三
年
三
月
二
四
日
に
Ｐ
・
Ｉ
・
リ
ヴ
ァ
ン

公
爵
に
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
ゲ
オ
ル
ギ
エ
ヴ
ィ
チ
・
オ
リ
デ
ン
ブ
ル
グ
ス
キ
ー
王
子
が

三
月
二
五
日
午
後
三
時
に
日
本
使
節
団
を

｢

応
接
な
さ
る｣

事
を
伝
え
た

(

�)

。
同
日
総

儀
典
長
Ｐ
・
Ｉ
・
リ
ヴ
ァ
ン
公
爵
は
日
本
大
使
正
二
位
岩
倉
具
視
に
、
三
月
二
五
日

午
後
三
時
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
ゲ
オ
ル
ギ
エ
ヴ
ィ
チ
・
オ
リ
デ
ン
ブ
ル
グ
ス
キ
ー
王
子

へ
の
謁
見
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
伝
え
た
。
謁
見
に
は
、
大
使
補
佐
、
在
パ
リ
お
よ
び

ベ
ル
リ
ン
弁
務
使
、
お
よ
び
彼
ら
の
随
員
す
べ
て
が
招
か
れ
た

(

�)

。

三
月
二
四
日
、
Ｖ
・
Ａ
・
ビ
ビ
コ
フ
は
、
大
公
コ
ン
ス
タ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ

の
依
頼
で
、
大
公
は
健
康
が
優
れ
な
い
た
め
に
日
本
使
節
団
の
応
接
は
出
来
な
い
こ

と
を
Ｐ
・
Ｉ
・
リ
ヴ
ァ
ン
公
爵
に
伝
え
た

(

�)

。

Ｖ
・
Ｖ
・
ズ
ィ
ノ
ビ
エ
フ
は
、
Ｐ
・
Ｉ
・
リ
ヴ
ァ
ン
公
爵
に
、
大
公
・
皇
太
子
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
と
大
公
妃
・
皇
太
子
妃
マ
リ
ア
・
フ
ョ
ー

ド
ロ
ヴ
ナ
が
、
三
月
二
八
日
水
曜
日
に
ア
ニ
チ
コ
フ
宮
殿

(

王
位
継
承
者
の
館)

で

日
本
使
節
団
を
応
接
す
る
こ
と
を
伝
え
た
。
Ｐ
・
Ｉ
・
リ
ヴ
ァ
ン
公
爵
は
こ
の
こ
と

を
直
ち
に
日
本
大
使
に
伝
え
た
。
謁
見
に
は
他
の
使
節
団
員
も
招
か
れ
た

(

�)

。

一
八
七
三
年
三
月
二
八
日
、
Ｐ
・
Ｉ
・
リ
ヴ
ェ
ン
公
爵
は
、
大
公
ニ
コ
ラ
イ
・
ニ

コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
と
大
公
妃
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ナ
が
、
三
月
二
九
日
木
曜
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日
一
二
時
三
〇
分
、
日
本
使
節
団
を
応
接
す
る
、
と
の
知
ら
せ
を
受
け
取
っ
た
。

フ
ァ
イ
ル
に
は
、
新
聞

｢

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル｣

紙

【《Journal
de
St.
P
etersberg

》】

の
切
り
抜
き
が
含
ま
れ
て
い
る
。
第
一
の
切

り
抜
き
の
中
で
は
、
三
月
二
二
日
木
曜
日
午
後
一
時
冬
宮
に
お
い
て
ロ
シ
ア
皇
帝
が

日
本
使
節
団
と
接
見
を
行
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、
使
節
団
員
の
名
前
が
載
っ
て
い

る
。第

二
の
切
り
抜
き
で
は
、
新
聞

｢

ゴ
ロ
ス｣

紙

【
��
�����

＝
声】

の
伝
え
る
情

報
と
し
な
が
ら
、
三
月
二
五
日
、
日
本
使
節
団
が
近
衛
騎
兵
連
隊
の
教
会
パ
レ
ー
ド

を
参
観
し
た
様
子
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
使
節
団
員
の
衣
服
の
型
が
描
写
さ
れ
て
お

り
、
彼
ら
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
服
装
を
し
て
い
る
こ
と
や
皇
帝
へ
の
挨
拶
の
仕
方
に

注
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。

第
三
の
切
り
抜
き
で
は
、
三
月
二
八
日
午
後
六
時
三
〇
分
に
冬
宮
で
晩
餐
会
が
行

わ
れ
、
日
本
使
節
団
、
お
よ
び
国
家
評
議
会
員
と
皇
帝
の
随
員
の
う
ち
の
幾
人
か
が
、

夫
人
同
伴
で
臨
席
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
儀
典
局

(

一
七
七
九‒

一
七
九
六)

、
儀
典
部
局

(

一
八
〇
六

‒

一
八
四
六)

、
そ
の
他
の
同
種
の
組
織
機
関
の
何
百
に
も
及
ぶ
フ
ァ
イ
ル
の
中
の
一

つ
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
詳
細
に
研
究
す
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
国
際
問

題
の
解
決
に
お
い
て
、
皇
帝
自
身
お
よ
び
彼
の
側
近
の
果
た
し
た
中
心
的
な
役
割
は

い
う
に
及
ば
ず
、
上
記
機
関
の
フ
ァ
イ
ル
の
丹
念
な
調
査
な
く
し
て
は
、
国
際
政
策

の
最
も
重
要
な
分
野
が
構
築
さ
れ
る
力
学
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
理
解
は
、
不
可
能
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
機
関
の
活
動
は
、
応
接
さ
れ
る
側
は
も
ち
ろ
ん
、

す
で
に
近
年
訪
問
を
行
っ
た
、
あ
る
い
は
今
後
訪
問
を
予
定
し
て
い
る
国
々
の
代
表

者
に
よ
り
、
そ
の
動
向
が
綿
密
に
調
査
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
対
応
が
、
他
の
数

十
の
対
応
と
比
較
さ
れ

(

例
え
ば
、
一
八
七
三
年
の
日
本
使
節
団
応
接
は
一
八
六
二

年
の
そ
れ
と
比
較
さ
れ
、
日
本
政
府
は
枢
密
院
を
創
設
し
、
明
治
憲
法
の
制
定
に
向

け
て
の
準
備
を
し
た)

、
ま
た
、
他
国
、
例
え
ば
ド
イ
ツ
に
お
け
る
日
本
使
節
団
応

接
と
比
較
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
す
べ
て
は
、
国
際
情
勢
の
見
通
し
に
つ
い
て
の
判
断
を

可
能
と
さ
せ
る
補
足
的
な
資
料
を
新
聞
人
お
よ
び
外
交
官
に
与
え
た
。
そ
し
て
、
彼

ら
の
予
測
が
、
今
度
は
逆
に
、
実
際
の
外
交
の
発
展
に
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

【
】

は
翻
訳
者
の
注
。
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